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松
代
町
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に

よ
る
「
音
楽
交
歓
会
」
が
十
一
月
十
二
日
、

松
代
中
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
柏
崎
市
の
鵜
川
小
学
校
の
児
童

も
特
別
参
加
す
る
な
ど
、
体
育
館
の
中
は

若
い
歌
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

《人ロの動き》　男2，539（一9）女2，592（一5）計5，131（一14）世帯数1，516（一3）

　11月末現在　　出生4　死亡7　転入11転出22
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十
人
が
発
足
を
祝
う

灘

　
「
東
京
松
代
会
」
創
立
記
念
大
会
が
十
一
月
二
十
三

日
、
新
宿
モ
ノ
リ
ス
ビ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
事
務
局
の
予
想
を
上
回
る
三
百
五
十
人
が

駆
け
つ
け
、
懐
か
し
い
顔
を
見
つ
け
て
は
声
を
掛
け
合

い
、
旧
交
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
東
京
周
辺
在
住
の
当
町
出
身
者
を
中
心

に
構
成
さ
れ
て
い
る
組
織
で
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
、

郷
里
松
代
町
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
郷
里
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
当
町
で
は
、
世
田
谷
区
な
ど
を
中
心
に
都
会

と
の
交
流
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
当
町
を
理

解
さ
れ
て
い
る
人
の
集
ま
り
で
あ
る
こ
の
会
の
発
足
で
、

都
会
と
の
交
流
が
一
段
と
深
ま
り
、
当
町
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
記
念
大
会
は
、
関
谷
孝
さ
ん
（
千

年
出
身
）
の
司
会
に
よ
り
進
行
し
、

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
関
谷
徳
次
郎

会
長
（
室
野
出
身
）
は

「
今
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
に
よ

り
、
ふ
る
さ
と
が
ど
ん
ど
ん
さ
び
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都会とふるさとの

れ
て
い
る
。
会
員
の
親
睦

を
深
め
る
と
同
時
に
、
ふ

る
さ
と
の
発
展
に
も
寄
与

し
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
、
関
谷
町

長
（
名
誉
会
長
）
も

「
こ
う
い
っ
た
会
を
作
っ

て
い
た
だ
い
て
大
変
嬉
し

い
。
現
在
、
町
で
は
温
泉
、

ス
キ
ー
場
な
ど
自
然
を
生

か
し
た
町
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。
高
速
道
路
、
北

越
北
線
の
完
成
に
よ
り
、

東
京
と
ふ
る
さ
と
は
一
段

と
近
く
な
る
の
で
、
よ
り

一
層
交
流
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
」

「
。
： 、るさとの発展に寄与したい」

とあいさつする関谷徳次郎会長

と
、
会
の
発
足
を
祝
っ
て
い
ま
し

た
。　

第
二
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
米
持
勇
さ
ん
（
室
野
出
身
）

一
行
に
よ
る
民
謡
披
露
な
ど
も
行

わ
れ
、
こ
の
大
会
に
花
を
添
え
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
宴
が
進
む
に

つ
れ
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
カ

ラ
オ
ヶ
や
ダ
ン
ス
も
始
ま
り
、
最

高
の
盛
り
上
が
り
に
。
時
折
、
「
松

代
弁
」
も
会
話
に
交
じ
る
な
ど
会

場
は
松
代
町
一
色
、
時
間
の
た
つ

の
も
忘
れ
る
ほ
ど
の
盛
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
設
立
準
備
委
員
会
が
開
か
れ
た

の
が
七
月
七
日
。
そ
れ
以
後
、
関

谷
会
長
を
始
め
と
す
る
役
員
の
方

々
は
、
ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず

何
度
も
会
合
を
持
た
れ
、
会
報
の

発
行
や
設
立
記
念
大
会
の
準
備
を

橋詰フミ子さん（竹所出身）

　奴奈川校友会には、よく参

加しており、今年も芝峠温泉

に行ってきました。東京松代

会が出来て今後が楽しみです

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

会
員
の
募
集
に
も
力
を
注
が

れ
、
約
七
百
二
十
人
も
の
■
方

が
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
役
員
皆
様
方
の
ご
労
苦
を

ね
ぎ
ら
う
と
共
に
、
東
京
松

代
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を

期
待
致
し
ま
す
．

◎会員相互の親睦と交流を図るため総会を開催する。

◎松代町で開催される山菜ツアー、夏祭、冬の陣などの

　イベントに合わせて、ふるさと交流旅行をする。

◎松代町が都会において行う公催イベントに物産・観光・

　交流等の斡旋、宣伝の協力を行う。

◎会報・名簿の発行

　・郷里の「広報まつだい」を毎月会員に送る。

◎会員の勤める関連企業との異業種交流

◎目的を遂行するため、その他と認められる事項
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国
際
理
解
の
第
一
歩

東
南
ア
む
ア
あ
冑
年
と

　
　
　
　
当
町
あ
若
者
が
交
流
会

　
A
S
E
A
N
諸
国
と
日
本
の
青

年
が
交
流
の
輪
を
広
げ
る
「
第
十

八
回
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」
の

メ
ン
バ
ー
が
十
一
月
三
日
、
当
町

を
訪
れ
、
当
町
の
若
者
や
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
の
家
庭
と
の
交
流
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
「
青
年
の
船
」
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
な
ど
七
ヵ
国
共

同
事
業
に
よ
る
も
の
で
、
今
年
は

三
百
二
十
人
（
十
八
～
三
十
歳
）

の
青
年
が
参
加
。
九
月
下
旬
に
マ

ニ
ラ
を
出
発
し
各
国
を
歴
訪
、
二

日
に
最
終
寄
港
地
の
日
本
に
到
着

し
た
も
の
で
す
。
日
本
で
は
七
府

県
に
分
か
れ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

通
し
て
日
本
の
社
会
や
文
化
に
触

れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
当
町
を
訪
れ
た
の
は
、

ブ
ル
ネ
イ
で
テ
レ
ビ
局
の
編
集
助

懸、

難

手
を
勤
め
る
ス
マ
さ
ん
を
始
め
と
す

る
四
ヵ
国
五
人
。
到
着
し
た
三
日

の
夜
は
、
品
田
靖
さ
ん
（
松
代
）
、

関
谷
栄
治
さ
ん
（
菅
刈
）
、
樋
口
彰

さ
ん
（
松
代
）
宅
に
分
か
れ
て
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
、
家
族
と
の
交
流

や
そ
ば
な
ど
の
日
本
料
理
を
味
わ

い
ま
し
た
。
翌
日
は
、
松
代
城
や

文
化
祭
な
ど
の
見
学
と
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
な
ど
を
楽
し
み
、
夜
は
生
涯

縄跳びを楽しむ若者たち

あや取りを教わるタイの
ペンさん（右側）

（写真上）

（写真下）

学
習
セ
ン
タ
ー
（
清
水
小
学
校
）

で
元
気
会
を
中
心
と
し
た
当
町
の

若
者
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
青
年
た
ち
は
縄
跳
び
な
ど
の
ゲ

ー
ム
や
、
夕
食
を
食
べ
な
が
ら
の

自
己
紹
介
な
ど
を
通
し
て
親
睦
を

深
め
、
す
っ
か
り
意
気
投
合
。
ま

た
、
外
国
の
青
年
に
は
「
冬
の
陣
」

用
の
ヨ
ロ
イ
カ
ブ
ト
が
人
気
で
、

そ
れ
を
着
て
記
念
写
真
を
撮
る
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ム
ラ
イ
気
分
」

を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
の
ラ
ッ
ス
ル
さ
ん
と

▲参加者全員で「ハイ！チーズ」

　タイのペンさん（前列左から3番目）、マレーシアの

　クリスさんとラッスルさん（後列左から1番目と3番
　目）、ブルネイのスマさん（後列右から4番目）、日本

　の秋谷貴美子さん（後列右端）

ク
リ
ス
さ
ん
は
「
家
族
と
同
じ
よ
う

な
温
か
い
も
て
な
し
を
受
け
て
大

変
う
れ
し
い
」
　
「
東
南
ア
ジ
ア
は

皆
兄
弟
。
ハ
ネ
ム
ー
ン
に
は
ぜ
ひ

日
本
に
来
た
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ

感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
外
国
と
い
う
と
、
と
か
く
ア
メ

リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
目
を
向
け

が
ち
で
す
が
、
こ
う
い
っ
た
機
会

を
通
し
て
、
一
番
身
近
な
東
南
ア

ジ
ア
と
の
交
流
が
深
ま
り
、
ア
ジ

ア
地
域
の
平
和
と
発
展
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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苧
島
の
柳
朗
さ
ん
が
第
三
次
青

年
友
好
訪
中
団
と
し
て
中
国
黒
龍

江
省
に
行
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
　
「
新
潟
県
黒
龍
江
省
青

年
友
好
交
流
事
業
」
の
一
環
と
し

て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

県
民
生
部
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

　
柳
さ
ん
か
ら
、
そ
の
時
の
模
様

を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

皆
さ
ん
に
紹
介
致
し
ま
す
。

中
国
黒
龍
江
省
を
旅
し
て

　
1
0
月
1
8
日
2
1
時
3
0
分
、
飛
行
機

は
北
京
空
港
に
到
着
し
た
。
寒
い

中
荷
物
を
受
け
取
る
の
に
一
時
間

待
た
さ
れ
、
よ
う
や
く
ロ
ビ
ー
に

▲ホームステイ先のご家族といっしょに（右端が柳さん）

柳
　
　
朗
さ
ん

出
る
と
、
中
国
黒
龍
江
省
の
外
事

弁
公
室
日
本
処
の
張
先
生
が
笑
顔

で
出
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
私
は
今
回
、
新
潟
県
と
中
国
黒

龍
江
省
の
第
3
次
青
年
友
好
訪
中

団
員
と
し
て
、
1
0
月
2
5
日
ま
で
の

8
日
間
中
国
を
訪
れ
た
。
訪
中
団

の
構
成
は
、
青
年
活
動
や
地
域
活

動
を
し
て
い
る
3
0
～
4
0
歳
台
の
人

達
の
計
1
4
名
で
あ
る
。
相
互
の
交

流
は
昭
和
61
年
よ
り
続
い
て
い
る
。

　
北
京
で
一
泊
し
、
翌
日
市
内
観

光
を
し
た
後
、
北
京
空
港
か
ら
ハ

ル
ピ
ン
市
に
向
か
っ
た
。
黒
龍
江

省
は
北
は
ソ
連
、
西
は
モ
ン
ゴ
ル
、

東
は
北
朝
鮮
に
接
す
る
中
国
の
北

端
に
位
置
す
る
。
ハ
ル
ビ
ン
空
港

に
着
く
と
寒
さ
も
増
し
た
。
2
0
日
、

省
政
府
表
敬
訪
問
が
2
2
日
に
延
期

と
な
り
、
ハ
ル
ビ
ン
市
の
観
光
を

行
う
。
夕
方
ハ
ル
ビ
ン
市
の
青
年

代
表
の
家
庭
に
四
班
に
分
か
れ
訪

問
す
る
。
私
の
訪
問
先
は
、
ご
主

人
が
民
法
院
法
医
室
に
勤
務
し
て

い
る
家
族
三
人
の
家
庭
で
あ
る
。

（
苧
島
）

中
国
で
は
、
家
事
は
男
女
と
も
に

平
等
に
行
う
の
が
一
般
で
あ
る
と

聞
か
さ
れ
、
逆
に
日
本
の
状
況
を

説
明
す
る
と
驚
き
、
日
本
の
男
性

は
う
ら
や
ま
し
い
と
言
わ
れ
た
。

そ
の
夜
は
ご
主
人
の
手
料
理
で
乾

杯
．　

中
国
産
油
量
の
約
5
0
％
を
占
め

る
石
油
の
街
大
庚
市
を
訪
れ
た
日

は
、
中
国
の
広
大
さ
を
痛
感
さ
せ

ら
れ
た
。
　
一
直
線
の
道
、
両
側
に

は
刈
り
取
ら
れ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

畑
が
地
平
線
ま
で
続
く
。
大
庚
市

で
の
「
少
年
宮
」
と
い
う
少
年
少

女
の
才
能
を
伸
ば
す
ク
ラ
ブ
活
動

所
を
訪
れ
た
時
に
は
、
子
供
の
教

鰍

▲ハルビン市内

育
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

書
道
・
体
操
・
武
術
・
卓
球
な
ど

四
歳
位
の
子
供
が
黙
々
と
練
習
し

て
い
た
。
表
敬
訪
問
も
終
え
、
ハ

ル
ビ
ン
市
の
幼
稚
園
・
歴
史
館
等

を
見
学
し
、
黒
龍
江
省
の
全
日
程

も
終
了
し
た
。
今
回
の
訪
中
で
感

じ
た
事
は
、
中
国
は
人
が
非
常
に

多
く
、
広
大
な
土
地
が
あ
り
、
石

油
産
業
や
そ
の
他
の
工
業
も
発
展

し
て
い
る
が
、
外
国
の
支
援
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
緑
（
樹

木
u
番
号
を
付
け
て
管
理
）
を
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
次
回
中
国
を
訪
れ
る
な
ら
、
寒

く
な
い
夏
の
時
季
を
選
び
ま
す
。
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秋
の
農
作
業
も
一
段
落
し
た
十

月
二
十
九
日
、
儀
明
部
落
で
「
野

菜
祭
り
（
青
空
市
場
）
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
儀
明
活
性

化
の
会
（
小
堺
長
四
郎
会
長
）
が

地
域
の
活
性
化
を
図
り
た
い
と
昨

年
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
で
二
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
会
場
は
、
国
道
2
5
3
号
線
沿

い
の
儀
明
部
落
松
代
側
入
口
で
、

朝
早
く
か
ら
通
り
が
か
り
の
人
や
、

町
内
各
地
か
ら
買
い
物
客
が
訪
れ

》
盛
況
な
野
菜
祭
り

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
野
菜
は

部
落
の
方
が
、
自
分
の
畑
な
ど
で

採
れ
た
野
菜
を
持
ち
よ
り
販
売
し

て
い
る
も
の
で
、
売
上
の
一
部
は

活
性
化
の
会
の
活
動
資
金
に
も
充

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
、
各
家
庭
の

押
し
入
れ
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品

を
持
ち
寄
っ
て
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
・

バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、
こ
の
売
上
金

（
一
万
六
千
円
）
を
福
祉
協
議
会

に
寄
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

儀
明
部
落
に
温
泉
施
設

　
儀
明
部
落
に
温
泉
が
出
る
こ
と

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
　
実
は
、

昔
か
ら
村
松
竹
一
さ
ん
宅
の
井
戸

に
鉱
泉
が
出
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
分
析
し
た
結
果
、
温
泉
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
温

泉
を
利
用
し
て
、
十
日
町
市
の
測

量
会
社
が
保
養
所
を
建
て
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
こ
の
ほ
ど
井
戸
の

掘
り
下
げ
と
拡
幅
工
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
保
養
所
は
、
か
や
ぶ
き

屋
根
の
建
て
物
で
、
儀
明
部
落
上

地
域
お
こ
し
の
拠
点

　
　
高
齢
者
・
若
者
活
性
化
セ
ン
タ
ー
完
成

　
ゼ
ン
マ
イ
な
ど
の
栽
培
や
、
し

め
縄
作
り
で
地
域
お
こ
し
を
進
め

て
い
る
福
島
部
落
に
、
こ
の
ほ
ど

高
齢
者
・
若
者
活
性
化
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
ま
し
た
。

》
工
事
中
の
井
戸

の
木
和
田
原
と
の
境
界
付
近
に
、

二
、
三
年
後
を
め
ど
に
建
設
さ
れ

る
予
定
で
す
．

　
儀
明
部
落
は
交
通
の
便
も
良
く
、

こ
う
い
っ
た
施
設
と
地
域
の
結
び

つ
き
に
よ
り
、
今
後
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、

国
の
農
業
構
造
改
善
事

業
に
よ
り
建
設
さ
れ
た

も
の
で
、
総
工
費
は
約

二
千
五
百
万
円
。
建
物

は
一
部
鉄
骨
造
り
木
造

三
階
建
て
、
百
九
十
七

平
方
材
。
　
一
、
二
階
は

ゼ
ン
マ
イ
加
工
や
、
し

め
縄
作
り
を
行
う
作
業

場
、

ま
す
。

式
で
、

　
　
三
階
は
ふ
ろ
場
と
二
十
人
が

宿
泊
で
き
る
集
会
室
と
な
っ
て
い

　
十
一
月
九
日
に
行
わ
れ
た
竣
工

　
　
　
美
農
和
英
区
長
は

　
「
こ
の
施
設
の
完
成
に
よ
り
、
夢

　
の
あ
る
、
明
日
の
あ
る
部
落
に
し

た
い
」

　
と
挨
拶
し
、
大
き
な
期
待
を
か
け

　
て
い
ま
し
た
。

　
　
現
在
、
同
部
落
で
は
上
越
の
生

　
協
会
員
や
上
越
教
育
大
生
と
交
流

　
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
セ
ン

　
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
ま
す
ま
す

　
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
地
域
の
活

　
性
化
に
結
び
つ
く
こ
と
が
期
待
さ

　
れ
て
い
ま
す
。

完
成
し
た
活
性
化
セ
ン
タ
ー
㊨

住
民
多
数
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た

竣
工
式
㊤
住
民
の
期
待
が
伺
わ
れ
る
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　　　　　　　醐
　　　　　　響　　　　難

　　蓑

麟

撫

　
　
　
　
　

　
　
　
　
難

　
　
　
　
議

目
縫

皿
難

塵
…
．
瀦

月
欄

9
競

▲靖国神社にて

軍
恩
松
代
支
部

　
　
靖
国
神
社
昇
殿
参
拝

揚羅灘

　
軍
恩
松
代
支
部
で

は
、
十
月
の
十
七
、

十
八
日
に
靖
国
神
社

昇
殿
参
拝
、
多
摩
御

陵
、
皇
居
遥
拝
の
旅

を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
肉
親
を
失
っ
た

遺
族
の
方
も
参
加
さ

れ
総
勢
三
十
二
名
の

旅
と
な
り
ま
し
た
。

　
数
＋
年
ぶ
り
に
御

霊
に
対
面
し
た
思
い
を
胸
に
、
戦

死
し
た
ふ
る
さ
と
の
友
人
を
偲
び
、

平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
か
み
し
め

て
、
帰
町
し
ま
し
た
。

（
こ
の
話
題
は
、
田
野
倉
の
池
田

利
八
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の

で
す
．
）

午後1時よりスキー場開き

午後　1時～午後8時

午前10時～午後8時

間蒔
　
　
｝

　
ロ
ロ
　
ロ
ロ
ロ
ロ

樂　
　
　
・
祭

瞥
平
土
祝

◎リフト料金

　　1回券150円　1日券2，500円
　　シーズン券（ナイター料金含）

　　　大人20，000円　高校生以下15，000円

◎ナイターリフト料金　　1，000円

◎レンタルスキー　　1式2，500円

鱗　獲懸鞭談灘逡講馨灘一灘灘㈱鑛鐵灘蘂鰹懸懸

　灘畿鐵灘鞭蒙懸簗灘　懇灘鐵灘灘籔．

　灘闘懸欝騨懸繊灘灘灘．

　　纏灘雛一雛慧灘懸灘譲一　i錘鋸一警慧霧懲

　　　鱗獲i犠　i灘業鑛鐵雛　　　饗叢難蓬麟糞

蓬
平
生
産
組
ム
ロ

松
代
町
農
業
賞
受
賞

　
蓬
平
生
産
組
合
（
小
堺
伯
郎
組

合
長
、
二
十
一
戸
加
入
）
が
、
本

年
度
の
松
代
町
農
業
賞
（
団
体
の

部
）
に
選
ば
れ
、
十
一
月
三
日
の

農
業
祭
会
場
で
関
谷
町
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
組
合
は
、
山
間
地
農
業
が
低

迷
す
る
中
で
、
機
械
化
と
作
業
体

系
の
共
同
化
に
よ
り
生
産
性
の
高

い
農
業
を
目
指
し
て
、
昭
和
六
十

二
年
に
同
部
落
の
中
堅
有
志
に
よ

り
結
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
現
在

共
同
作
業
所
、
育
苗
施
設
、
田
植

機
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
所
有
に

よ
り
、
育
苗
か
ら
出
荷
ま
で
の
体

制
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
農
作
業

の
受
託
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

し
め
縄
制
作
機
も
所
有
し
て
お
り
、

冬
期
間
は
主
婦
に
よ
る
し
め
縄
作

り
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
耕
作
面
積
は
約
二
十

一
㎞
、
平
均
所
得
は
千

六
百
万
円
で
、
今
後
は

規
模
の
拡
大
や
園
芸
作

物
へ
の
進
出
に
よ
り
、

町
の
モ
デ
ル
組
織
と
し

て
の
発
展
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

▲賞状とカップを手

　にする小堺伯郎組
　合長（左）と若井信

　夫副組合長
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》松
代
町
芸
能
発
表
会

　
　
（
松
代
小
学
校
3
日
）

　
　
　
　
　
　
》

松
代
町
書
作
家
七
人
展

（
福
島
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
9
日
～
11
日
）

でか

，
懸
総

　
二
十
九
日
、

儀
明
小
学
校

で
児
童
と
部
落
の
老

人
に
よ
る
「
わ
ら
細

工
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ

い
事
業
の
一
環
と
し
て
九
年

前
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
祖
父
母
と
の
交
流

を
深
め
る
と
と
も
に
昔
の
人

々
の
暮
ら
し
や
、
文
化
遺
産
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臨融欝、薯

　　　　　　　杢

　　　　　　　買

縦
灘

轡
羅

響
糠

皿
　
一
撮
“

↑
“
温
書
い
“
…
騰

灘
懸糠

…
　
蕪
皿

織
謙

繍
縢心譜
隙

ぐ第14回協会長杯争奪バドミントン大会

　（松代町総合体育館17日）

ふれあし欄

』
　
一
　
　
　
曳
　
　
．
，
‘
　
一
－

　
小
堺
欣
一
さ
ん
よ
り
「
昔

の
子
供
の
手
伝
い
と
遊
び
」

と
い
う
題
の
講
話
や
、
児
童

に
よ
る
作
文
発
表
の
後
、
早

速
わ
ら
細
工
作
り
に
。
低
学

年
は
「
縄
な
い
」
を
、
高
学

年
は
「
わ
ら
じ
作
り
」
を
教

わ
り
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
い

ま
し
航
◇
　
＼
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シ
リ
ー
ズ
⑯

イ
ヌ

　
　
　
　
　
　
　
松

　
今
回
は
、
筆
者
が
勤
務
し
た
三

年
間
に
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
隣
の
高
柳
町
の
黒
姫
山
を

中
心
に
、
松
代
町
の
一
部
を
ナ
ワ

バ
リ
に
し
て
行
動
し
て
い
る
と
思

わ
れ
、
筆
者
が
苦
労
し
て
数
分
間

し
か
観
察
し
た
こ
と
の
な
い
、
恋

人
の
よ
う
な
気
持
ち
を
持
っ
て
い

る
、
ワ
シ
タ
カ
目
ワ
シ
タ
カ
科
の

イ
ヌ
ワ
シ
で
す
。

　
イ
ヌ
ワ
シ
と
聞
い
て
も
、
あ
ま

り
イ
メ
ー
ジ
的
に
印
象
の
良
く
な

い
感
じ
が
し
ま
す
が
、
英
名
で
は

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ

ー
グ
ル
と
呼
ば
れ
、
直
訳
す
れ
ば

「
日
本
の
黄
金
の
鷲
」
と
な
り
ま

す
。
名
前
だ
け
で
も
、
今
す
ぐ
会

っ
て
み
た
い
名
前
と
思
い
ま
せ
ん

か
。
　
（
筆
者
は
ゴ
ー
ル
ド
と
つ
く

と
す
ぐ
会
い
た
く
な
り
ま
す
）

　
筆
者
が
最
初
に
本
種
を
観
察
し

た
の
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を

見
ま
す
と
、
今
か
ら
二
十
二
年
前

の
昭
和
四
十
四
年
七
月
三
日
午
前

八
時
十
二
分
か
ら
数
分
の
間
で
、

　
　
ワ
、
ン

　
　
　
　
・
水
　
　
　
洗

そ
の
感
激
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
場
所
は
、

松
代
町
の
す
ぐ
隣
の
石
黒
地
区
で

す
。　

仲
間
と
二
日
前
か
ら
山
に
入
り

キ
ュ
ウ
リ
を
か
じ
り
な
が
ら
、
タ

イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
寸
前
に
、
仲
間
の

一
人
が
、
　
「
イ
ヌ
ワ
シ
だ
！
」
と

声
を
あ
げ
、
悠
然
と
岩
山
の
上
空

を
飛
ぶ
姿
を
観
察
で
き
た
こ
と
は

　
　
　
ひ
と

幸
せ
の
一
言
に
つ
き
ま
す
。
こ
の

時
の
筆
者
ら
の
顔
は
、
見
ら
れ
た

顔
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
本
種
は
、
全
国
で
も
数
え
る
ほ

ど
し
か
生
息
し
て
い
な
く
、
最
近

の
調
査
で
は
五
百
羽
位
だ
ろ
う
と

言
わ
れ
、
減
少
中
の
鳥
で
す
。

　
今
で
は
、
国
の
天
然
記
念
物
、

特
殊
鳥
類
に
指
定
さ
れ
た
り
、
日

米
渡
り
鳥
条
約
の
対
象
鳥
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
生
息
環
境
の

悪
化
で
、
動
物
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂

点
に
位
置
す
る
本
種
の
テ
リ
ト
リ

ー
内
で
の
餌
の
確
保
は
む
ず
か
し

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
種
の
テ

リ
ト
リ
i
面
積
は
、
二
十
㎞
か
ら

二
百
五
十
㎞
、
平
均
で
六
十
㎞
で

す
が
、
生
産
性
の
低
い
針
葉
樹
に

置
き
か
え
ら
れ
、
餌
の
減
少
に
よ

る
個
体
数
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

　
本
種
は
、
全
長
七
十
六
～
百
二

㎝
。
頭
は
褐
色
、
後
頭
、
後
頸
は

黄
金
暗
褐
色
、
背
か
ら
上
尾
筒
ま

で
は
暗
褐
色
で
す
。
下
面
は
濃
褐

色
で
下
尾
筒
は
褐
色
。
翼
は
黒
色

で
風
切
羽
の
内
側
に
白
色
斑
が
あ

り
、
こ
れ
が
幼
鳥
ほ
ど
目
立
ち
ま

す
。
石
黒
地
内
で
数
分
間
観
察
し

た
個
体
は
、
こ
の
白
色
斑
が
割
合

目
立
つ
個
体
で
し
た
。

　
餌
は
、
ノ
ウ
サ
ギ
、
テ
ン
、
イ

タ
チ
な
ど
の
哺
乳
類
、
ヤ
マ
ド
リ
、

キ
ジ
、
キ
ジ
バ
ト
な
ど
の
鳥
類
や

ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
、
シ
マ
ヘ
ビ
な

ど
の
爬
虫
類
が
主
で
す
。
日
本
で

は
ヘ
ビ
が
多
く
捕
食
さ
れ
て
い
る

の
が
他
国
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
繁
殖
期
の
餌
で
も
ヘ
ビ
が
多
く

利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
繁
殖
活
動
は
、
普
通
十
二
月
頃

か
ら
巣
の
補
修
が
始
ま
り
、
二
月

頃
か
ら
産
卵
し
、
一
～
四
個
の
卵

を
産
み
ま
す
。
四
十
二
～
四
十
五

日
間
抱
卵
し
、
最
終
的
に
は
一
羽

が
巣
立
つ
例
が
多
い
よ
う
で
す
。

献
血
を

　
　
あ
り
が
と
軸
つ

　
　
　
　
（
太
字
は
柵
認
献
血
者
）

10月21日

役場前

雄
太
守
幸
中
心
子

山
石
　
一
　
　
廣
保
洋

村
旧
村
田
田
・

仲
反
中
黒
垣
野

美
江
子
良
子
子

ロ
津
み

禾
美
な
一
和
妙

藤
橋
谷
藤
谷
村

佐
高
関
齋
関
中

孝
　
一
子
子
夫
子

　
正
伸
栄
貞
月

　
ホ
井
羽
辺
藤
堺

中
菅
“
禺
田
佐
小

雄
造
三
守
一
二

義
栄
昭
　
健
健

堺
川
川
林
　
井

小
市
市
小
柳
吉
田

富澤一子　小堺久子　数井和代　柳　　 久

畠山敏雄　須貝由美子　山本勇人　市川英世
石口松男　庭野春夫　村山盛儀　井上久美子
米持英雄　宮沢新松　猪俣浩之　高沢房吉
樋口俊子　柳　美恵子　室岡　徹　鈴木一郎
野沢雅行　柳　和男　高橋　笑　関谷正義
小堺定男関谷仁美五十嵐博柳理恵子
田中幹人　関谷里美　市川日出子　小野島美津子
池田美代子　若井　肇　柳　奈緒美　品田　靖
武田芳夫　鈴木秋子　山岸由美
浜川一明　柳　秋江　斉木　勉

ご
協
力

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ヲ

ア
メ
リ
カ
の
イ
ヌ
ワ
シ
で
は
、
二

羽
、
三
羽
と
育
つ
例
が
多
い
よ
う

で
す
が
、
日
本
で
は
一
羽
の
例
が

多
く
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
餌
の
量
と
関
係
が
あ
る
よ
う
で

す
。
餌
が
多
け
れ
ば
餌
を
と
り
に

行
く
時
間
が
少
な
く
て
す
み
、
そ

の
分
雛
の
世
話
が
で
き
る
時
間
が

多
く
な
る
た
め
、
雛
が
育
つ
こ
と

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
新
潟
県
は
、
全
国
的
に
も
イ
ヌ

ワ
シ
の
生
息
数
が
多
い
地
域
と
見

ら
れ
て
お
り
、
筆
者
の
勤
務
す
る

東
蒲
原
郡
内
で
も
、
山
岳
地
帯
が

多
い
た
め
か
、
数
羽
が
生
息
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
ヤ
ヤ
　
る

　
　
　
　
　
　
れ
ま
つ

熱灘
ヒ
つ
ゆ
さ
ぐ
モ
ら
り
か
ち
　
　
つ
　
　
　
り
ぽ
　
も
ゐ
の
う
ロ

ち
ゆ
も
ご
タ
つ
ゆ
る
ロ
も
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
ヶ
や

騰
、
、
欝

　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
◆

ド
　
コ
　
　
ロ
ヘ
ド
ゆ
　
　
　
マ

　
ζ
．
…
鞭
聯
＾

縄
｛
、
、
、

　
松
代
町
で
も
、
イ
ヌ
ワ
シ
が
い

つ
ま
で
も
観
察
で
き
る
環
境
が
残

さ
れ
、
人
間
と
動
物
が
共
存
で
き

る
環
境
が
残
さ
れ
、
松
代
町
が
、

新
潟
県
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
オ

ア
シ
ス
と
し
て
発
展
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
人
が
、
自
分
た

ち
の
住
む
自
然
環
境
に
関
心
を
持

ち
、
子
供
た
ち
に
、
春
夏
秋
冬
、

感
激
の
あ
る
地
域
環
境
を
残
し
発

　
臥

鳥
、
．

蒙　　　　　　　　響6

　、吾　 ㌻■鼠

　．占償略
　韓：蟻　　◆O轟、璽，
　る　もりくらの　　韓イ・韓・豊
　　ムリワご

難難灘
繋i灘灘、

＾
　
D

　
　
　
　
㌦

　
　
　
へ

　
　
　
』

　
　
響
　
、

　
　
，
㌦

　
㌧

翠

ー
．

展
さ
れ
ん
こ
と
を
祈
念
し
、
松
代

町
の
野
鳥
シ
リ
ー
ズ
を
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
貴
重
な
広
報
紙
に
長
年
駄
文
を

掲
載
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
．

　
　
6
曜
『
♂
弘
v
φ

　
↓

　
ら
、
　
　
　
○

そ
　
争
　
軌
　
ー

　
』
冴
警
・

　
，
、
機
今
＾

　
　
ち
も

　
　
ゆ
ヂ

》
亀
。
瀬
鯉
y

、
．
譜

羅
　　　　　ノ1

録
鉱

護
き

鑑ψ

イヌワシ

　
年
末
・
年
始
と
降
雪
期
を
迎
え
、
寒
さ
が

一
段
と
厳
し
く
、
火
気
を
取
り
扱
う
機
会
も

多
く
な
り
ま
す
。

　
　
一
人
一
人
が
注
意
し
、
火
災
を
出
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
日
も
今
夜
も
あ
し
た
も
火
の
用
心

　今年の「人権」強調テーマは、

　・国際化時代にふさわしい人権意識を育てよう

　・人権の共存

　　　一互いに相手の立場を考えて

　　　　　　豊かな人間関係をつくろう一

　・高齢化社会と人権

　　　一おとしよりを大切にしよう一

　・部落差別をなくそう

　・障害者の完全参加と平等を実現しよう

　・女性の地位を高めよう

　・いじめ・体罰の根を断とう

です。

　お互いに相手の立場を考え、豊かな人間関係を

つくりましょう。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
ド

騒
職
膿
樋
灘
糀
盤
観
謝
蝶
困
繊
勧
脇
ぽ
獺
艘
磁
鷹
舗
織
礁
識
瀕
繊
墜
螢
鋤
脇
墜
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δ父亡ん、窃田・亡ん、良（見て（だ亡し、わll

　　ひさよ鈴木久代ちやん

　　5歳
松代　ふくいや
（松代保育園）

　　　たいち
柳　　太一くん

　　5歳
犬伏　こんや
（犬伏保育園）

　　　さおり柳　　沙織ちやん

　　4歳
松代　こがねや

（松代保育園）

老人保健制度改正のお知らせ

レー部負担金が変わります

　医療機関の窓ロ悪支払う一部負担金が、平成4年羅月かぢ外来縫月髄◎円・飛購

　1日60G円にな壌ます。

平成3年12月まで

　　（現行）

平成4年1月～
平成5年3月まで

平成5年4月～

平成7年3月まで
外　　　　来 1月　　800円 1月　　900円 1月　1，000円

入　　　　院 1日　　400円 1日　　600円 1日　　700円

◎外来の各医療機関ごとに月の最初の受診日に支払う方式は変わりません。

○低所得者の入院時一部負担金にり験ては、現行通り1日300円（2か月限度／

　です。
』
○
平 成7年4月かちは、消費者物価の変動率に応じて、一部負撞金が変わりま

　す。

来春高校を

　　　　卒業される方へ！

　大学・専門校等を希望される方は、通学可能な東京周辺の部隊への採用

枠が若干ありますのでお早めにご連絡ください。

　なお、地元高田を希望される方は来年3月まで受け付けします。

　また自衛隊生徒（中卒）は来年1月4日まで受け付け、1月6日試験（高

田）となっています。

　　　　　　　　　　　　ご連絡は総務課又は高田募集事務所まで

　　　　　　　　　　　　　　　TELO255－23－5519
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叱
一
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一
…
一
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．
一
…
7
…
一
霊
－
…
…
8
…
…
．
畠
一
…
．
…
…
巳
…
曽
．
昌
…
．
…
…
．
昌
…
一
…
一
1
…
7
…
…
・
畠
…
7
…
一
▼
…
…
・
…
…
ゼ
…
一
一
三
…
・
昌
…
7
…
一
三
一
…
・
…
一
7
a
…
醒

㎜
こ
ん
な
と
き
　
　
　
　
　
　
㎜

繭
こ
ん
な
年
盒
が
受
け
ら
れ
ま
す
…

望
…
．
…
一
曹
．
…
…
一
…
…
．
畠
一
…
．
…
…
ー
畠
一
…
．
…
…
．
…
…
．
8
…
．
…
…
一
…
署
．
…
…
．
畠
一
…
．
…
…
．
・
一
…
．
畠
一
…
．
畠
…
7
…
…
．
畠
一
一
一
一
三
…
三
…
・
…
一
1
…
三
…
・
…
1
≡
“

　
国
民
年
金
に
は
、
全
国
民
に
共

通
の
給
付
と
し
て
①
老
齢
、
②
障

害
、
③
遺
族
の
基
礎
年
金
、
ま
た

第
一
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
や

学
生
な
ど
）
の
独
自
給
付
と
し
て

④
付
加
年
金
、
⑤
寡
婦
年
金
、
⑥

死
亡
一
時
金
が
あ
り
ま
す
。

①
老
齢
基
礎
年
金

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期

間
や
免
除
を
受
け
た
期
間
を
合
わ

せ
て
、
原
則
と
し
て
二
十
五
年
か

ら
四
十
年
あ
る
人
に
、
六
十
五
歳

か
ら
支
給
し
ま
す
。

②
障
害
基
礎
年
金

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
間

に
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
、
障
害
の

程
度
が
一
級
ま
た
は
二
級
の
障
害

者
に
な
っ
た
と
き
に
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
を
や
め
た
あ
と

で
も
、
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未

満
の
間
に
初
診
日
の
あ
る
病
気
や

ケ
ガ
で
障
害
に
な
っ
た
場
合
は
、

支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

③
遺
族
基
礎
年
金

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

や
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を

満
た
し
た
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

そ
の
人
の
子
の
あ
る
妻
ま
た
は
子

に
支
給
し
ま
す
．

④
付
加
年
金

　
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
た
人

が
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
と
き

老
齢
基
礎
年
金
に
加
算
し
て
支
給

し
ま
す
。

⑤
寡
婦
年
金

　
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を

満
た
し
た
夫
が
年
金
を
受
け
な
い

で
死
亡
し
た
と
き
、
そ
の
妻
に
六

十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
間
支

給
し
ま
す
．

⑥
死
亡
一
時
金

　
保
険
料
を
三
年
以
上
納
め
た
人

、
が
年
金
を
受
け
な
い
う
ち
に
亡
く

な
っ
た
と
き
、
そ
の
遺
族
に
支
給

し
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
人
の
死

亡
に
よ
っ
て
遺
族
が
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、
死
亡

　
一
時
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

年
末
・
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
　
”
蜜
全
は
の
ん
な
の
願
い
ゆ
く
年
く
る
年
”

　
年
末
年
始
は
、
忘
年
会
・
新
年

会
を
は
じ
め
何
か
と
お
酒
を
飲
む

機
会
が
多
く
な
り
、
飲
酒
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
や
酔
払
っ
て
道
路

に
寝
込
み
車
に
ひ
か
れ
る
と
い
う

交
通
事
故
が
数
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
の
積
雪
・
凍
結
に

よ
る
ス
リ
ッ
プ
が
原
因
の
事
故
が

多
発
す
る
の
も
こ
の
時
期
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
交
通
事
故

を
防
止
す
る
た
め
、
1
2
月
n
日
㈱

か
ら
新
年
1
月
1
0
日
㈹
ま
で
の
一

ヵ
月
間
実
施
し
ま
す
。

（
重
占
…
）

　
　
◎
飲
酒
運
転
の
禁
止

　
　
◎
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

　
冬
道
の
安
全
運
転
五
則

1
、
ス
ピ
ー
ド
ー
0
キ
ロ
ダ
ウ
ン
。

　
安
全
速
度
を
守
る
。

2
、
急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急

　
ハ
ン
ド
ル
等
、
急
激
な
操
作
を

避
け
る
．

3
、
車
間
距
離
は
、
通
常
の
2
倍

以
上
あ
け
る
。

4
、
視
界
不
良
時
は
、
前
方
を
よ

　
く
見
て
早
目
に
徐
行
す
る
。

5
、
4
W
D
の
過
信
は
禁
物
。

　
県
警
で
は
、
県
下
全
域
（
佐
渡
・

粟
島
を
除
く
）
の
一
一
〇
番
通
報

を
本
部
通
信
指
令
室
で
集
中
受
理

し
、
現
場
へ
の
急
行
な
ど
集
中
指

令
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
の
早

期
解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
行
動
の
不
審
な
人
が
、
近
所
を

　
う
ろ
つ
い
て
い
る
。

○
深
夜
、
家
の
回
り
で
不
審
な
物

　
立
日
が
す
る
。

○
見
か
け
な
い
不
審
な
車
（
ナ
ン

　
バ
ー
の
メ
モ
を
）
が
止
ま
っ
て

　
い
る
。

○
指
名
手
配
犯
人
に
似
て
い
る
者

　
が
い
る
．

○
近
く
で
「
助
け
て
く
れ
ー
」
等

　
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
た
め
ら

わ
ず
一
一
〇
番
通
報
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
～
m
番
は
あ
な
た
と
警
察
の

　
　
　
　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
～

ガ
ス
中
毒

換
気
に
注
意
！

　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
、
一
酸
化
炭
素
、

二
酸
化
炭
素
、
そ
の
他
（
新
建
材
・

化
学
繊
維
の
燃
焼
）
の
有
毒
ガ
ス

が
原
因
と
な
り
ま
す
。
ゴ
ム
ホ
ー

ス
が
は
ず
れ
た
り
、
踏
ん
だ
り
し

て
火
が
消
え
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ

た
場
合
や
、
閉
め
き
っ
た
室
内
で

の
不
完
全
燃
焼
や
自
動
車
の
排
気

ガ
ス
で
も
起
こ
り
ま
す
。

　
酸
素
欠
乏
、
一
酸
化
炭
素
中
毒

が
い
っ
し
ょ
に
起
こ
る
こ
と
が
多

く
、
頭
痛
、
耳
鳴
り
、
め
ま
い
、
．

意
識
障
害
が
起
こ
り
、
呼
吸
困
難

と
な
り
ま
す
。
意
識
よ
り
手
足
の

神
経
が
先
に
や
ら
れ
て
し
ま
い
、

途
中
で
ガ
ス
中
毒
に
気
づ
い
て
も

手
足
が
き
か
な
い
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

◎
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
に
急
い

で
移
し
て
、
着
て
い
る
も
の
を
ゆ

る
め
て
呼
吸
し
や
す
い
よ
う
に
し

医
師
の
診
療
を
受
け
ま
す
。

※
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
器
具

を
使
用
す
る
時
は
、
時
間
を
決
め

て
換
気
し
ま
し
ょ
う
。
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．
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錯
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÷
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．
聡
覧

｝
“
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蹴
撚
｝
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惣
…
一
…
刷
纈
◎
…
盤
皿
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一
該
鞭
燃
｝
槻
撮

　
撚
讐
濯
騰
ま
叢

　
ご
質
問
の
よ
う
に
、
田
ん
ぼ
が

自
然
の
ダ
ム
と
し
て
治
山
治
水
や

国
土
の
保
全
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
先
月
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
死
者
、
行
方
不
明
者
合
わ
せ

て
数
千
人
と
い
う
大
き
な
台
風
災

害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
森
林
の
乱

伐
に
よ
る
自
然
破
壊
が
原
因
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
今
後

農
地
の
荒
廃
が
進
ん
だ
場
合
、
大

雨
が
降
れ
ば
洪
水
・
地
滑
り
な
ど

の
災
害
、
天
気
が
続
け
ば
干
ば
つ

や
渇
水
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
一

町
村
で
解
決
出
来
る
問
題
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
国
・
県
等

の
対
策
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
松
之
山
町
の
湯
山
地
区
で
は
、

「
グ
リ
ー
ン
リ
ー
ス
」
と
い
う
県

の
補
助
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
都
会
の
人
に
水
田

の
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

地
元
の
人
は
、
そ
の
水
田
の
維
持

管
理
に
よ
り
収
入
を
得
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
今
回
の
ご
提
案
は
、

こ
れ
を
一
歩
進
め
た
形
の
も
の
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
水
田
耕
作

は
実
際
に
や
る
と
な
る
と
例
え
一

反
歩
で
あ
っ
て
も
、
か
な
り
の
機

械
や
器
具
が
必
要
と
な
り
ま
す
し
、

農
作
業
の
一
部
を
他
に
委
託
す
る

と
な
る
と
、
請
け
負
う
人
や
組
織

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
住

む
と
な
れ
ば
住
宅
（
宅
地
）
確
保

と
い
う
問
題
も
生
じ
て
き
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
問
題
は
、
行
政
だ
け

で
解
決
出
来
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　
和
歌
山
県
の
中
津
村
で
は
、
作

り
手
の
な
い
農
地
を
利
用
し
て
、

家
庭
菜
園
付
き
の
住
宅
販
売
（
土

地
は
貸
付
）
を
し
た
と
こ
ろ
、
大

変
反
響
が
あ
り
、
現
地
見
学
会
も

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

民
間
人
で
組
織
す
る
移
住
促
進
協

議
会
が
、
人
口
の
流
入
を
図
り
過

疎
を
少
し
で
も
食
い
止
め
よ
う
と

進
め
て
い
る
も
の
で
、
希
望
者
に

は
農
地
の
貸
付
も
行
っ
て
い
る
よ

う
で
す
．

　
現
在
、
　
「
コ
メ
」
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
、
他
市
町
村
の
状

況
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
今

後
の
松
代
町
や
農
業
の
進
む
べ
き

方
向
を
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
今
回
「
東
京
松
代
会
」

も
発
足
し
ま
し
た
の
で
、
都
会
に

／

住
む
方
か
ら
も
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
こ
う
い
っ
た
事
業
を
進
め
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

年
末
・
年
始
の
防
犯
運
動

　
本
年
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
例
年
こ
の
時
期
に
は
、
心

の
ス
キ
を
狙
っ
た
窃
盗
（
空
き
巣

・
忍
込
み
、
ス
リ
、
ひ
っ
た
く
り

等
）
や
詐
欺
（
悪
質
商
法
等
）
暴

力
犯
罪
等
の
発
生
が
多
く
な
り
ま

す
。　

こ
の
た
め
警
察
で
は
、
1
2
月
n

日
か
ら
新
年
の
1
月
1
0
日
ま
で
を

「
年
末
年
始
の
特
別
警
戒
」
の
期

間
と
し
て
、
防
犯
組
合
や
関
係
機

関
・
団
体
と
協
力
し
て
、
犯
罪
や

事
故
の
防
止
に
万
全
を
期
す
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
一
人
一
人
が
防
犯
に

心
が
け
、
地
域
で
の
犯
罪
を
な
く

し
、
平
穏
で
楽
し
い
新
年
を
迎
え

ま
し
ょ
・
つ
。

攣レ
・
9
雛

襲
￥
寵

　
　
　
　
　
　
●
■
．

　
趣
鯛

o〃

ご用心！うまい話に落とし穴

》

）〆
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出会いを

9
一

‘

新一さん柳

（孟地）

　
高
校
を
卒
業
し
松
代
を
離
れ
六

年
、
今
年
三
月
に
戻
っ
て
来
た
。

　
九
年
前
、
先
輩
の
勧
め
と
親
の

気
持
ち
を
心
に
受
け
、
巻
町
の
興

農
館
高
校
へ
と
進
路
を
と
っ
た
。

　
三
年
間
の
全
寮
制
に
よ
る
共
同

生
活
、
農
業
後
継
者
と
し
て
営
農

学
習
を
中
心
に
農
業
に
つ
い
て
学

ん
だ
。
そ
し
て
、
後
継
者
と
し
て
、

ま
た
、
農
業
に
つ
い
て
よ
り
一
層

勉
強
す
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
…

卒
業
後
の
進
路
を
考
え
た
。
し
か

し
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
農
業

と
い
う
言
葉
を
敬
遠
し
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
経
験
を
と
思

い
、
東
京
へ
と
就
職
を
決
め
た
。

　
希
望
と
不
安
が
交
錯
し
た
複
雑

な
気
持
ち
の
中
で
、
社
会
人
と
し

て
の
第
一
歩
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

「
都
会
で
は
何
ん
で
も
で
き
る
」

「
興
味
・
好
奇
心
・
そ
し
て
挑
戦
」

「
成
功
・
失
敗
・
挫
折
・
ど
ん
底
」

「
就
職
・
転
職
そ
し
て
ま
た
転
職
」

そ
の
中
で
数
々
の
人
と
出
会
っ
た
。

楽
し
か
っ
た
思
い
出
も
、
つ
ら
か

っ
た
思
い
出
も
数
え
き
れ
な
い
。

別
れ
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
新

し
い
出
会
い
も
…
…
。
そ
ん
な
六

年
の
中
で
、
人
と
人
と
の
出
会
い

が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
の

だ
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
も

出
会
い
を
大
切
に
大
事
に
…
…
。

　
そ
し
て
今
、
　
「
心
」
温
ま
る
松

代
を
季
節
と
と
も
に
体
に
感
じ
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
を
見
つ
め
て
ゆ

き
た
い
と
思
う
。

戸籍の窓口
蓬1鯛26日翻朗2鰯受付）

幸せ多い人生を　儲婚〉

高橋浩一・薦井麟謝嬢臨

　　　　　　　㈱沢・新翻
畔婁溝議・小磁曲美子畿

　　　　　1蒲生・きが滝の）

宮澤竜一・肉藤嚢奈美難

　　　　　　　（下幽・筆鋤

げんきな良糖解に《出生）

　　み　　
柳　瑞穂無　雅彦・襟美難

　　　　鱗女・犬伏・政調
　　がずみ
柳湘実鐵墨郎・噸欝楚ん
　　　　1畏女・菅湖・善念／
　　たかや
鈴本農轟鱗　政広・良景輪

　　　　1長男・松代・薪町）

謬翼福を祈槻ま覆（死亡）

灘持員男輪　　　製歳

　　　　　　膣野飛藩紛
柳　戴郎輪　　　85歳

　　　　　　　／畢年・加平／

関谷熱灘臨　　　母G歳

　　　　　　／松代・や建禰

馬揚栄三郎転　　麗歳

　　　　　　　1蒲生・溝興）

鈴本彦平親　　　磁歳

　　　　　　　／松畿・溝屋）

佐藤愛雛親　　　鵬歳

　　　　　　1衡所・梨の木／

関谷友一一郎鰯　　難歳

　　　　　　1松代・家持屋）

柳　藍太郎観　　雛歳

　　　　　　（犬綴・安嗣度／

室岡購野輪　　　雛歳

　　　　　　1松代・室岡組）

宮澤饗欝難　　　83歳

　　　　　　　　／下幽・林）

▼
「
も
う
ー
い
く
つ
寝
る
と
　
お

正
月
　
お
正
月
に
は
．
．
．
」

と
歌
に
も
あ
る
よ
う
に
、
子
供
の

こ
ろ
は
正
月
が
待
ち
遠
し
い
も
の

で
し
た
。
が
、
最
近
は
、
ま
た
ひ

と
つ
歳
を
取
る
と
思
う
と
、
何
か

セ
ン
チ
な
気
分
に
も
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
あ
　
こ
れ
ば
か
り
は

く
ど
い
て
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
一
日
を
精
一
杯
生
き
、
美

し
く
年
老
い
、
愛
さ
れ
る
老
人
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
ど
こ
か
ら
か
無
理
だ
と
い
う
声

が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
・
・
？
）

▼
来
月
号
か
ら
広
報
が
今
よ
り
一

回
り
大
き
い
A
4
サ
イ
ズ
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
　
「
松
代
町
の
野
鳥

「
レ
ン
ズ
が
撮
ら
え
た
」
　
「
声
」

は
、
今
回
を
も
っ
て
一
応
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
「
野
鳥
」
に
つ
い
て
は
、
続

け
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
松
永
さ
ん
は
現
在
、
津
川
警

察
署
の
防
犯
少
年
課
長
の
要
職
に

あ
り
、
多
忙
の
た
め
継
続
は
無
理

と
い
う
こ
と
で
、
や
む
な
く
終
了

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
松
永
さ
ん
、
長
い
間
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ザ
し
　
ニ

叉
　
籟
蓼

　
　
　
　
　
　
㌻
蟻

　
　
を
　
．
．

俳

句

国
道
に
籾
干
し
も
し
て
深
山
住
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

芋
の
葉
に
音
た
て
て
来
し
初
時
雨

　
　
．
　
　
　
　
　
世
香

陽
を
吸
っ
て
枯
野
ふ
く
ら
む
中
に

た

件
っ
　
　
　
　
　
　
枯
水

出
稼
ぎ
の
家
の
一
灯
冬
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

兎
に
も
角
に
も
わ
が
故
郷
は
紅
葉

か
な
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

野
沢
漬
妻
の
秘
伝
の
塩
加
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

傘
低
く
歩
く
人
の
背
冬
め
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

寝
た
き
り
の
母
に
紅
葉
の
窓
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
鳴

豆
を
打
つ
老
婆
小
春
に
恵
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

霜
月
や
農
業
祭
の
餅
を
揚
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

　
　
　
　
あ
る
じ

早
々
と
女
主
人
の
雪
囲
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

　
　
　
　
　
　
も

落
葉
掃
く
石
佛
守
り
の
翁
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

出
直
し
の
利
か
ぬ
齢
や
返
り
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

さ
ん
し
ょ
う
う
お

山
椒
魚
住
め
る
と
言
え
る
賂
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

雪
囲
い
実
南
天
だ
け
の
こ
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

山
あ
い
に
残
り
し
稲
架
や
雨
つ
づ

く
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

離
村
せ
し
主
な
き
跡
や
大
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

ふ
ん
わ
り
と
乗
り
た
い
様
な
秋
の

雲
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

蜘
蛛
の
巣
に
枯
葉
一
枚
昏
れ
残
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

小
春
日
の
匂
う
ふ
と
ん
に
眠
り
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

短
歌
林
檎
狩
り

　
　
　
　
　
　
　
富
沢
和
風

待
た
れ
た
る
旅
な
り
長
野
の
林
檎

狩
胸
弾
ま
せ
て
バ
ス
に
乗
り
込
む

松
寿
力
単
の
友
と
訪
ね
し
信
濃
路

は
林
檎
の
香
り
街
を
包
め
り

腰
伸
ば
し
林
檎
も
ぐ
手
も
弾
み
を

り
こ
の
時
ば
か
り
は
老
を
志
れ
て

紅
葉
の
軒
端
に
迫
る
山
の
湯
に
手

足
伸
ば
し
て
ひ
と
日
楽
し
む

照轡考擁◇

　
　
　
ρ

年
末
は

㌧
マ
η
し
い

し
ゼ
か
ζ
い

rrr

壷
漣

赫
稼

へ6
り
ち
い

ま
ど
　
　
　
7

ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

礪
　
半

　
　
　
　
　
　
！

　
　
グ
岡
／

・
ネ
⊃
た
・
マ

い
そ
か
し
い

よ
ー
ト
σ

粥鞍

亀
循

へ
（
4

　
0

　
　
殴

　
灘
繊
禦
蠣
・

　
　
懸
　
甥
　
継

　
海
岸
に
自
生
が
多
い
が
、
生
け

垣
に
も
植
え
ら
れ
る
常
緑
樹
。

　
葉
は
厚
く
深
緑
色
で
、
光
沢
が

あ
る
。
枝
は
緑
白
色
で
、
果
実
は

三
～
四
片
に
裂
け
、
榿
赤
色
の
仮

　
　
　
　
　
　
　
難
鶴
、
隈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

種
皮
を
つ
け
た
種
子
が
あ
ら
わ
れ

る
。　

マ
サ
キ
の
古
名
は
ハ
ヒ
マ
ユ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
サ
オ
　
ギ

と
さ
れ
、
マ
サ
キ
は
真
青
木
か
ら

転
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
説

が
あ
る
。
一
般
に
は
木
と
正
を
合

成
し
た
柾
を
書
き
、
マ
サ
キ
と
読

ま
せ
る
の
は
日
本
製
の
漢
字
だ
そ

う
で
す
．

654321
團

　
　
　
　
出
題
　
八
段
　
北
村
昌
男

　
●
ヒ
ン
ト
…
指
し
切
り
に
な
る
心
配

　
　
も
あ
り
ま
す
。

　
　
8
分
で
3
級
、
5
分
で
初
段
。

　
　
　
　
　
　
　
　
持
駒
　
飛
歩

一
二
三
四
五
六
七
八
九

欝 角

罫 正

角 乎

金
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